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㸱㸬◊✲ᐇᴫせ 

 本研究課題では、２次元鉄平面を持つ超伝導体の開発・基礎物性評価、及び応用への準備として磁束状態

の解明、線材開発を含む研究を実施した。具体的には、(１)既知の２次元鉄平面を持つ超伝導体の純良多結晶

の作製と、単結晶の成長、(２) 新規の２次元鉄平面を持つ超伝導体の開発、(３)他の鉄を含む異方的超伝導体

の作製及び評価、(D)作製された鉄を含む超伝導体の精密な輸送特性・比熱測定による超伝導ギャップ構造の

同定、(５)プロトン照射による鉄系超伝導体の臨界温度抑制および散乱率の定量的評価、(６)微小ホール素子

及び磁気光学法を用いた局所磁場測定による臨界電流密度・弱結合特性の評価とこれらの特性の改善指針の

提案、(７)鉄系超伝導体の磁束状態の解明、(８)粒子線照射による鉄系超伝導体の臨界電流密度の向上、(9)２

次元鉄平面を持つ超伝導体による超伝導線材の試作と評価を行った。これらをとおして、物性評価に関しては、

超伝導発現機構解明の一助とするため、比熱および熱伝導度の精密な温度・磁場依存性の測定を通してギャ

ップ構造に関する知見を得た。さらに、作製された超伝導体が実用に向けどのようなポテンシャルを持つかを見

極めるため、マクロな磁化測定によるのではなく微小ホール素子または磁気光学法を用いた局所磁場測定によ

り、臨界電流密度測定を中心とする電磁気特性評価を行った。加えて、人工的な欠陥の導入による臨界電流の

向上と、T
c
抑制効果から超伝導対称性に関する知見を得ることにも成功した。 
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 ᮏ◊✲ㄢ㢟࡛ࠊࡣ次のような成果が得られた。 

 

①鉄系超伝導体良質単結晶の作製と基礎物性評価 
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②鉄系超伝導体良質単結晶における高エネルギー粒子線照射効果の実証 
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③鉄系超伝導体線材の開発 

㕲⣔㉸ఏᑟయ⥺ᮦࡢ㛤Ⓨ࡛ࠊࡣ㕲⣔㉸ఏᑟయ(Ba,K)Fe2As2ࡧࡼ࠾ FeSeࡢ⥺ᮦࢳ࣭࣭࣮ࣥࢲ࢘ࣃࢆ
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 ただし、事業全体の研究推進という視点からも、提案書の計画と終了報告の記載内容に隔たりがある場合（特

に（2）と（3）について）、否定的な結果も含めて、経緯に関する情報の提供が望まれる。 


